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美
し
い
ま
ち
の
一
層
の
推
進
を

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

　
　

公　

明　

党　
　

た
が
た　

直　

昭　

議
員

ご
み
出
し
ア
プ
リ
の
作
成
を
！

北
部
の
都
市
整
備
に
つ
い
て
！

　
　

公　

明　

党　
　

く
ぼ
た　

美　

幸　

議
員

ア
プ
リ
を
活
用
し
幅
広
く
啓
発
せ
よ

【
問
】
杉
並
区
は
、
ご
み
の
収
集
日

や
分
別
方
法
を
表
示
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
の
無
料
配
信
を
始

め
た
。「
ご
み
の
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」

「
粗
大
ご
み
申
し
込
み
」
と
い
っ
た

項
目
が
あ
り
、
出
し
忘
れ
防
止
の
ア 

ラ
ー
ム
機
能
も
つ
い
て
い
る
。
若
い

単
身
世
帯
等
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、 

ア
プ
リ
は
有
効
な
手
法
と
考
え
る
。

「（
仮
称
）
足
立
区
版
ご
み
出
し
ア

プ
リ
」
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

【
環
境
】
ご
み
の
適
正
な
排
出
に
向

け
、
若
い
方
へ
の
情
報
提
供
は
大
切

で
あ
り
、
一
つ
の
手
段
と
し
て
ア
プ

リ
は
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、
事
業

者
と
協
議
し
、
独
自
性
が
あ
る
情
報

ア
プ
リ
の
開
発
に
向
け
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

竹
ノ
塚
高
架
化
、
駅
施
設
の
概
要
は

【
問
】
東
口
駅
ビ
ル
の
一
部
解
体
跡

地
に
整
備
す
る
東
西
地
下
通
路
は
、

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
通
行
が
集
中

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
安
全
で
快
適

な
地
下
通
路
が
望
ま
れ
る
が
、
概
要

及
び
使
用
開
始
時
期
は
ど
う
か
。

ま
た
、
解
体
さ
れ
ず
に
残
る
駅
ビ

ル
は
、
将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

【
鉄
道
立
体
】
東
西
地
下
通
路
は
下

り
急
行
線
の
高
架
化
後
に
使
用
開
始

予
定
で
あ
り
、
延
長
約
46
ｍ
、
有
効

幅
員
は
約
７
ｍ
で
あ
る
。
自
転
車
の

通
行
も
可
能
と
し
、
現
在
の
駅
舎
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
歩
道
橋
の
代
替
機

能
の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
。

駅
ビ
ル
は
工
事
中
、
資
機
材
倉
庫

等
で
利
用
す
る
。
将
来
の
計
画
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

代表・一般質問
本会議の録画中継を
区議会ホームページでご覧いただけます
http://www.gikai-adachi.jp

導
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

【
教
育
長
】
②
毎
年
１
回
、
進
路
指

導
主
任
が
集
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
関
す
る
研
修
及
び
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
指
導
主
任

が
集
ま
る
連
絡
会
を
通
じ
、
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
連
携
に
は
、

課
題
も
あ
る
が
、
今
後
も
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

入
卒
式
の
土
日
実
施
を
検
討
せ
よ

【
問
】
小
・
中
学
校
の
入
学
式
や
卒

業
式
は
平
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
会
社
を
休
め
ず
に
出
席

で
き
な
い
保
護
者
の
た
め
に
、
土
日

の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
指
導
】
実
施
の
場
合
、
年
度

に
よ
っ
て
は
入
学
式
が
５
日
程
度
遅

く
な
り
、
授
業
日
数
が
減
少
す
る
等
、

学
校
運
営
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
。
授
業
日
数
の
確
保
と
あ
わ

せ
、
地
域
や
保
護
者
の
意
見
を
伺
う

等
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

産
前
産
後
の
母
子
支
援
と
シ
ニ

ア
世
代
の
活
躍
の
場
の
提
供
を

　
　

公　

明　

党　
　

金　

沢　

美
矢
子　

議
員

孤
立
し
が
ち
な
母
子
に
安
ら
ぎ
を

【
問
】
既
存
の
子
育
て
支
援
の
中
で

不
足
し
て
い
る
、
母
子
の
産
前
産
後

ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
組
み
入
れ

る
等
、
さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
安
心
し
て
何
で
も

相
談
で
き
、
母
子
と
も
に
心
と
体
が

休
ま
る
場
所
の
確
保
は
要
望
も
多
い
。

区
内
だ
け
で
な
く
近
隣
区
市
の
助
産

所
と
連
携
し
、産
後
の「
母
子
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
」「
母
子
デ
イ
ケ
ア
」
等
、

取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
産
前
産
後
に
安
心
し
て
心

と
体
を
休
め
る
こ
と
が
必
要
な
母
子

に
対
し
て
は
、
新
た
な
視
点
を
取
り

入
れ
た
連
続
的
で
、
き
め
の
細
か
な

足
立
区
を
よ
り
一
層
美
し
い
ま
ち
に

【
問
】
昨
年
、
刑
法
犯
認
知
件
数
都

内
ワ
ー
ス
ト
３
か
ら
脱
却
し
た
。
今

後
は
、
ま
ち
の
安
全
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
区
内
外
に
大
き
く
ア
ピ

ー
ル
し
、
体
感
治
安
を
良
く
し
て
い

く
こ
と
が
一
番
重
要
と
考
え
る
。
ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
運

動
の
さ
ら
な
る
認
知
度
ア
ッ
プ
、
な

お
一
層
「
美
し
い
ま
ち
」
の
推
進
を

望
む
が
見
解
を
伺
う
。

【
区
長
】
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す

る
た
め
、
治
安
対
策
の
取
り
組
み
と

効
果
を
広
く
周
知
し
、
犯
罪
を
行
お

う
と
す
る
者
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

か
け
つ
つ
、
区
民
の
安
心
感
に
つ
な

げ
て
い
く
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ズ
運
動
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
区
民
の
た
め
」
を
前
提
と
せ
よ

【
問
】
26
年
度
予
算
の
新
規
拡
充
事

業
に
要
す
る
財
源
は
、
原
則
と
し
て

既
存
事
業
の
見
直
し
や
独
自
の
歳
入

確
保
に
よ
る
各
部
対
応
等
と
し
て
い

る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
歳
入
増
加
や

歳
出
削
減
に
努
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い

よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
政
策
経
営
】
今
後
は
消
費
税
増
税

等
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
、
収
入
不
安

定
な
状
況
で
無
条
件
の
歳
出
肥
大
化

は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
拡
大
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
に
は
、
歳

入
増
加
・
歳
出
削
減
と
と
も
に
、
財

源
の
組
み
替
え
を
し
な
け
れ
ば
対
応

で
き
ず
、
そ
の
際
に
は
、
区
民
に
十

分
な
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

主
要
駅
・
道
路
に
災
害
用
電
子
看
板

【
問
】
国
の
補
助
金
を
活
用
し
設
置

す
る
災
害
用
電
子
看
板
は
、
平
成
25

年
度
中
に
北
千
住
駅
東
口
・
西
口
に

７
台
の
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
は
、

帰
宅
支
援
道
路
と
な
っ
て
い
る
国
道

４
号
線
や
墨
堤
通
り
周
辺
に
も
増
設

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
は
綾
瀬
駅
周
辺
に
も

地
元
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
設
置
を

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
千
住
地
域
の
国
道
４

号
線
や
墨
堤
通
り
沿
線
の
千
住
大
橋

駅
や
関
屋
駅
、
牛
田
駅
周
辺
へ
の
増

設
経
費
を
当
初
予
算
案
に
計
上
し
た
。

綾
瀬
駅
周
辺
に
つ
い
て
も
、
国
の
要

件
を
満
た
し
て
お
り
、
帰
宅
困
難
者

対
策
が
必
要
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
元
町
会
・
自
治
会

や
駅
等
と
協
議
し
、
推
進
し
て
い
く
。

労
務
単
価
を
即
時
に
引
き
上
げ
よ

【
問
】
国
土
交
通
省
は
１
月
末
に
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
を
発
表
し
た
。

過
日
、
我
が
党
は
区
に
お
け
る
労
務

単
価
引
き
上
げ
の
要
望
書
を
区
長
に

提
出
し
た
が
、
発
表
を
受
け
区
と
し

て
も
即
時
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
総
務
】
今
後
公
告
す
る
工
事
請
負

契
約
等
は
新
労
務
単
価
を
適
用
す
る
。

旧
労
務
単
価
で
積
算
し
２
月
１
日
以

降
契
約
す
る
工
事
請
負
契
約
等
は
、

新
労
務
単
価
の
特
例
措
置
等
で
適
切

に
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

利
用
者
の
声
を
聞
き
柔
軟
な
対
応
を

【
問
】
住
区
de
団
ら
ん
事
業
は
、
月

２
回
程
度
、
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま

で
の
団
ら
ん
時
間
と
夕
食
の
場
を
提

供
し
て
お
り
、
開
始
か
ら
当
面
３
年

間
は
こ
の
事
業
方
針
で
実
施
す
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
冬
季
の
夜
間

は
非
常
に
冷
え
込
み
、
周
囲
も
暗
く
、

昼
間
に
変
え
て
ほ
し
い
と
の
声
も
聞

く
。
実
施
に
向
け
て
現
場
の
要
望
を

十
分
に
考
慮
し
、
各
館
で
柔
軟
な
対

応
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
地
域
】
冬
季
の
夜
間
開
催
に
伴
う
、

夜
道
と
寒
さ
に
よ
る
事
故
の
懸
念
が

あ
る
。
各
館
が
、
弾
力
的
に
昼
の
実

施
を
も
可
能
と
す
る
よ
う
周
知
し
て

い
く
。

全
額
公
費
で
接
種
時
の
負
担
を
軽
減

【
問
】
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
は
、

予
防
接
種
法
で
接
種
の
対
象
者
ま
た

は
、
そ
の
保
護
者
等
に
接
種
の
努
力

義
務
が
あ
る
定
期
接
種
Ａ
類
と
さ
れ

る
。
定
期
接
種
Ａ
類
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
自
己
負
担
は

な
い
。
全
額
公
費
の
接
種
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
現
在
、
Ａ
類
疾
病
の
定
期

予
防
接
種
は
全
額
助
成
を
し
て
い
る
。

10
月
よ
り
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
Ａ
類
と
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
従
来
の
対
応
に
準
じ
、
全
額
公

費
で
の
接
種
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

新
制
度
で
認
証
保
育
所
は
ど
う
な
る

【
問
】平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・ 

子
育
て
支
援
新
制
度
実
施
に
向
け
、

区
は
、
都
独
自
の
認
証
保
育
所
の
計

画
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ

け
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
子
ど
も
】
都
は
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
以
降
も
、
認
証
保
育
所

は
残
し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
国

か
ら
新
制
度
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い

く
か
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
新

制
度
後
も
安
定
経
営
が
行
え
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。


